



Ancient Methods of Noshiawabi  Abalone-Drying: 




























































































はアワビの漁場に接した位置に所在する。現地調査は平成 28 年 6 月 13 日（月）・14 日（火）に行っ





















































































加工量と作業日数については，神宮に奉納する熨斗鰒は約 60kg であり，100kg ほどの生アワビ


















2 次加工は伊勢神宮に奉納される 2 週間前
に調製所施設内で行われる。現地調査は10月










①水戻し。午前 3 時半開始。2 つの桶とバケツに真水を満たして乾燥した計 20kg の長熨斗を約 30 分
間浸す。手にあたる感触で戻り具合を推しはかり，簀の子（セイロ）の上に引き上げる。サラシ布
で包み，蓆を被せて足で踏んで揉みしだく。









を使って大身取鰒（5 枚を単位とする 2 連を作って 1 セットとする。計 10 枚使用），
小身取鰒（1 枚のものと 1 枚半のものを別に作って 1 セットとする。計 2.5 枚使用），玉貫鰒（2



















。しかし，桂剥きにする 1 次加工は，漁獲量の多寡によって 3 ～
15 日程の不定期で実施される。しかも天候によってコロ作業に適した生乾き状態となる頃合いは毎
回違ってくる。このため，タイミングを見計らいつつ何度も 2 次加工ための労働力を集めねばなら
ず，効率的ではない。その点，調製所の 2 次加工は完全乾燥後の実施であるため，1 日で作業が終
  写真３　コロ作業（２次加工実験時）                             
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2 次加工の現地調査の結果，長鰒（熨斗鰒）の 2 次加工実験は吊し干しによる完全乾燥後とし，調
製所と同様に貢進 2 週間前という設定で実施することとした。具体的な時期については，平城宮・
京跡出土の荷札に記される長鰒の貢進月が 10 月に集中すること（次章後掲の表 3 参照），10 月は調
の貢納期とも合致することなどを考慮した結果，10 月貢進を前提とした 9 月末を 2 次加工の時期と
することが妥当と判断された。
（3）加工実験















7 月 26 日
桂剥き直後 
（吊し前） 
7 月 26 日
吊し干し 
３日目 
7 月 29 日
水戻し前




9 月 30 日
再乾燥 
10 月 4 日
再乾燥 















































1 315.2 13.3 110.9 97.0 64.8 142.1 1.46 35.2 142.6 0.32 1.47 145.0 1.49 32.7 138.5 0.29 1.43 31.2 131.4 0.28 1.35
2 299.8 12.3 82.3 80.4 72.5 113.9 1.42 26.7 113.5 0.32 1.41 117.8 1.47 24.9 109.0 0.30 1.36 23.8 109.5 0.29 1.36
3 252.9 13.3 62.7 54.4 75.2 81.8 1.50 17.2 82.8 0.27 1.52 84.9 1.56 15.1 80.5 0.24 1.48 14.3 80.2 0.23 1.47
4 298.4 13.5 88.0 72.9 70.5 113.0 1.55 28.7 111.9 0.33 1.53 113.3 1.55 26.6 109.1 0.30 1.50 25.6 106.8 0.29 1.47
5 277.8 13.9 83.6 68.4 69.9 115.2 1.68 25.3 114.2 0.30 1.67 117.5 1.72 22.8 113.5 0.27 1.66 21.9 111.6 0.26 1.63
6 275.8 13.1 83.3 67.5 69.8 110.7 1.64 25.5 112.6 0.31 1.67 114.5 1.70 23.3 109.6 0.28 1.62 22.3 108.2 0.27 1.60
7 279.7 13.1 45.9 45.8 83.6 61.3 1.34 11.5 62.2 0.25 1.36 64.9 1.42 9.7 61.8 0.21 1.35 9.3 60.1 0.20 1.31
8 249.5 12.6 74.1 70.7 70.3 112.6 1.59 22.3 113.9 0.30 1.61 116.3 1.64 20.1 111.5 0.27 1.58 19.4 107.0 0.26 1.51
平
均 281.1 13.1 78.9 69.6 72.1 106.3 1.53 24.1 106.7 0.30 1.53 109.2 1.57 21.9 104.2 0.27 1.50 21.0 101.9 0.26 1.46
※重さ・長さ・廃棄率は小数点第 2 位で四捨五入，軽減率・伸長率はすべて 7 月 26 日の桂剥き直後の質量・長さを1と
した際の数値（小数点第 3 位で四捨五入）。
※幅・厚みはバラつきが多く計測していない。一部計測の参考値としては，中央部で幅約 1 ～ 2cm・厚さ 1mm ほど，比
較的固くて細い端部で幅約 0.5 ～ 1cm・厚さ 2mm ほどであった。
※端部の長さは№ 2 のみ計測している。吊し干し 3 日目の 7 月 29 日で 28.4cm，9 月 30 日の水戻し前で 27.9cm，水戻し・






桂剥きとした 8 個体は，平均殻長約 13.1cm・質量約 281.1 ｇである（表 1 参照）。水洗い後に殻・
腸・クチ・ミミ（フチ）を取り除き，約 5mm の厚さで桂剥きとした。桂剥き直後の生状態の長さ











の屋内に移動して，9 月末の 2 次加工時まで保管した。保管は吊し状態のままとし，密閉容器や乾
燥材は使用していない。吊し干し 3 日目時点での 8 個体平均の長さは約 106.3cm，乾燥前より平均
で約 36.7cm 伸長しており，伸長率は 1.53 倍であった（表 1）。色あいは薄いが，長さ，固さは概観
的には完成品と同じ状態である。





じて 4 つ折り・6 つ折り（写真 4）とした後，国立歴史民俗博物館の屋内にて折り畳み状態のまま
吊し乾燥を行い
（35）
，4 時までには全作業を終了した。吊した状態のままで 2 週間ほど保管した後に長
さ・質量を計測し，成分分析にまわしている。
水戻し前の計測値は，平均で質量約 24.1 ｇ，長さ約 106.7cm，桂剥き直後の乾燥前より平均約
37.1cm の伸長であり，伸長率的には桂剥き後 3 日目と変わりはない（表 1）。平均質量は生の段階の



































生メガイアワビ 100 ｇを乾燥させた場合の質量約 26.3 ｇの比率で成分値を換算した場合，増加率
が 1 倍を超える成分（検体 100 ｇ換算時に生の 3.8 倍を超えるもの。実際に増加した成分）は以下
の通りである（※下線はうま味成分）。
・遊離アミノ酸：セリン…1.27 倍，グルタミン酸…1.1 倍，グリシン…2.0 倍，バリン…1.2 倍，イソロ 


































分析項目 生 （検体 100g）
乾燥 
（検体 100g） 方法 備考
栄養成分
水分 73.9 g 12.2 g 常圧加熱乾燥法
たんぱく質 16.1 g 54.3 g ケルダール法 全窒素×たんぱく質換算係数 6.25
脂質 0.5 g 1.7 g ソックスレー抽出法
灰分 1.3 g 2.8 g 直接灰化法
炭水化物 8.2 g 29.0 g （計算） 100－（水分+たんぱく質+脂質+灰分）
エネルギー 106 kcal 364 kcal （計算） エネルギー換算係数；タンパク質4.22，
脂質 9.41，炭水化物；4.11
遊離アミノ酸 アミノ酸自動分析法
タウリン 1900 mg 2500 mg
アスパラギン酸 20.5 mg 検出せず 定量下限　0.13mg/100g
スレオニン 63.4 mg 146 mg
セリン 50.6 mg 244 mg
グルタミン酸 112 mg 468 mg
グリシン 51.8 mg 386 mg
アラニン 104 mg 299 mg
シスチン 検出せず 検出せず 定量下限　0.24mg/100g
バリン 21.6 mg 101 mg
メチオニン 9.7 mg 30 mg
イソロイシン 11.5 mg 51.6 mg
ロイシン 18.4 mg 81.9 mg
チロシン 47.6 mg 162 mg
フェニルアラニン 17.9 mg 64.4 mg
リジン 51.8 mg 108 mg
ヒスチジン 31.0 mg 85.3 mg
アルギニン 507 mg 1250 mg
プロリン 37.3 mg 184 mg
核酸 HPLC 法
イノシン酸（2Na 塩 7.5 水和物として） 検出せず 6.1 mg 定量下限 0.6mg/100 ｇ
グアニル酸（2Na 塩 7 水和物として） 2.02 mg 9,6 mg
有機酸 HPLC 法
クエン酸 検出せず 検出せず 定量下限 20mg/100g
酒石酸 検出せず 検出せず 定量下限 20mg/100g
リンゴ酸 検出せず 検出せず 定量下限 20mg/100g
コハク酸 検出せず 検出せず 定量下限 20mg/100g
乳酸 23.0 mg 191 mg
蟻酸 検出せず 検出せず 定量下限 20mg/100g
酢酸 検出せず 検出せず 定量下限 20mg/100g
レブリン酸 検出せず 検出せず 定量下限 20mg/100g
ビタミン類
チアミン（ビタミン B1） 0.19 mg 0.36 mg HPLC 法
リボフラビン（ビタミン B2） 0.1 mg 0.06 mg HPLC 法
総アスコルビン酸（総ビタミン C） 2 mg 検出せず HPLC 法 定量下限 1mg/100g
ビタミン D 検出せず 1.0 μg HPLC 法 定量下限 0.7μg/100g
ナイアシン（ニコチン酸相当量） 2.67 mg 6.17 mg 微生物定量法
その他
カルシウム 14.4 mg 29.8 mg ICP 発光分析法
セレン 4 μg 15 μg ICP 質量分析法










































このうち，6 斤の記載が確認できるものは 36 点，細長いものを数える助数詞の「条」を記載す
るものは 30 点に及ぶ。確認される税目はいずれも調であり，貢納月もすべて調の納期に対応する
10 月となっている。6 斤は主計式上 2 諸国調条に見える長鰒の貢納量と等しく，「条」は平城宮木簡
1－461 号に見られるような長鰒の員数表示に用いられることが注目される。表 3 は，安房国の鰒貢
進木簡のうち貢納量の 6 斤や条数を表示する 38 点
（51）
を形状（型式）別に区分して，条数順に並べたも
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※安房国の木簡のうち 6 斤の鰒貢進とわかるもの乃至は末尾の記載が条数と年月日の 2 行書きとなるものを選定。
※長・幅・厚の単位は mm，（　）は検出値（「参考」で掲げた上総国木簡は中欠で２片）。
※全長は 255.4 尺（平城宮 1-461 号より算出）を条数で割った１条の長さ（1 尺≒ 29.7cm）。小数点第 2 位で四捨五入。
※質量は 6 斤（約 4044ｇ）を各条数で割った 1 条の数値。小数点第 2 位で四捨五入。
※典拠：木簡選…『日本古代木簡選』（岩波書店 ,1990 年）／集成…『日本古代木簡集成』（東京大学出版会 ,2003 年）／
平城宮１…奈良国立文化財研究所編『平城宮木簡一』／平城京３…奈良文化財研究所編『平城京木簡三』／
































































































































































































































































と見える。長鰒以外は他国には見えない品名である。同式 2 諸国調条の規定では，正丁 1 人あた


























込むために先が尖った 051 型式であることが留意される。6 斤条数木簡は荷物に紐で括り付けるタ
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62 条の条数差＝個体差についても，単なるばらつきではなく，税物生産における一定の規格の存在
を示唆する数値として評価し，検証する必要がある。
条数から読み取れる数値としては，6 斤（約 4044 ｇ）の貢納量から各木簡の条数記載に対応する
質量を割り出すことができる（表 3）。各条数の長鰒 1 条あたりの平均質量は，最大となる 6 斤 30
条（表 3－1）のもので約 134.8 ｇ，最小の 6 斤 62 条（同 30）のものでは約 65.2 ｇとなる。この数
値は，前章で述べた加工実験の熨斗鰒で最大となる約 31.2 ｇ（表 1－1）のものの約 4.3 ～ 2.1 倍と
なる。加工実験時の質量約 31.2 ｇのものでは，1 人分の貢納量 6 斤（約 4044 ｇ）を確保するために
は 130 条もの個体を必要とし，6 斤条数木簡で確認される 30 ～ 62 条の員数の数倍となってしまう。




階のものは平均約 281.1 ｇであった（表 1）。熨斗鰒はもとの約 7.5％の質量となるが，この数値は，
100kg の生アワビからおよそ 7.5kg の熨斗鰒が製造されるという前章の聞き取り調査と一致し，確
度の高い数値といえる。この比率を古代の長鰒にあてはめて，加工前の殻・腸付きの段階の質量を
割り出すと，6 斤 30 条（表 3－1）のものでは 1 個体あたり約 1797g，最小の 6 斤 62 条（同 30）の
ものは約 869g となる。また，条数の分かる 6 斤条数木簡のうち，凡鰒を除く平均貢進条数は約 51




























点は，正丁 1 人あたりの貢納量として 6 斤分を合算する上で大きな意味を持ち，30 ～ 62 条の条数
差が示す意味についてもさらなる検討の余地が生じる。
長さ＝質量を前提として生産管理がなされた場合，同じ長さの個体を特定数収集するだけで，調




ごとに若干の個体差があっても，6 斤にあわせた時の 1 条あたりの平均値を前提とすることで，問
題とはされなかったのであろう。このようにして 6 斤の合算がなされていたのならば，6 斤条数木
簡の条数表示は，計 6 斤と換算される同一の長さの個体数量を表示したものと理解される。
同じ長さの長鰒を 6 斤となる規定数に揃えて貢進していたのであれば，6 斤条数木簡の長鰒は条数
表示から具体的に長さを類推することが可能となる（表 3）。前掲の平城宮木簡 1－461 号には，｢長
鮑壱籠納参拾漆条〈卅一条七尺／六条六尺四寸〉」とあり，長鰒を入れた籠は，表 3－31 などの例か
ら 1 人分の鰒貢納量の 6 斤分を示す助数詞としても使用されたことが指摘されている
（60）
。1 籠＝ 6 斤
の貢納量であることから，「長鮑壱籠納参拾漆条」は 6 斤が 31 条分の 7 尺の長鰒と 6 条分の 6 尺 4
寸の長鰒とで構成されていることになる。計算すると，1 籠＝ 6 斤＝ 37 条＝ 31 条× 7 尺＋ 6 条× 6
尺 4 寸＝ 255 尺 4 寸となり，1 人あたりの貢納量 6 斤分の長鰒は，総計 255 尺 4 寸の長さであるこ
とがわかる。この数字を安房国の 6 斤条数木簡の各条数で割ると，各木簡の 1 条あたりの長さが算
出される。例えば，最長となる 6 斤 30 条（表 3－1）では 1 条あたり平均 8 尺 5 寸（約 252cm），最










このうち，表 3－31 の 3 尺の長鰒については，他と比べて極端に短い点が留意される。3 尺の長
鰒を前述の計算で明らかになった 6 斤あたりの長さの総計 255 尺 4 寸で計算すると，6 斤とするた
めには 85 条が必要となる。1 条あたりは約 47.6 ｇ，加工前の殻・腸付きの段階では約 635 ｇの個体
34
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となる。この数値は，6 斤条数木簡の最小数値である 6 斤 62 条の約 869g と想定されるものと比べ
ても，かなり小さな個体である。加工実験等でのさらなる具体的検証が必要であろうが，長さ＝質
量の換算を可能とするためには，一定以上の幅の広さが担保される個体サイズが必要と思われる。
635 ｇ程度の個体では規格外となる可能性があり，3 尺の長鰒も 635 ｇの個体サイズのものから製造
されたのではないことが予想される。
3 尺の表示が整数値である点に注目すると，もとの個体サイズに関わりなく長さを計測して切り






えて 6 斤分を条数で換算する方法，後者は長さを計測して整数値で切除した上で個々を計量して 6
斤に合算する方法，というタイプの異なる 2 つの 6 斤合算の方法を窺うことができるのである。
（4）長鰒の2次加工と梱包形状
長鰒は吊しによって自重で伸ばして乾燥するので，2 つ折りの形状で硬化する。6 斤条数木簡に見
える 30 ～ 62 条の長鰒は，8 尺 5 寸（約 252cm）～ 4 尺 1 寸（約 122cm）の長さなので，乾燥時の
長さはその半分となる。それでも梱包・運搬を考慮すると長大であることに変わりはなく，前章で




端を紐で荷に固定するための切り込みのある 031 型式が 18 点確認されるが，半数以上は長さ 1 尺
（約 29.7cm）以上 1 尺 5 寸（約 44.6cm）以下の長さである。長鰒は括り付けられる木簡よりも長い
サイズで折り畳まれていたと思われるので，折り畳みの長さは 1 尺～ 1 尺 5 寸が一応の目安となる。
他の木簡型式としては，短冊状の 011 型式や一端のみに切れ込みを有する 032 型式が見え，それら




折り畳みの最大値と想定される 1 尺 5 寸の数値は，切り揃えるタイプの 4 尺 5 寸と 3 尺の長鰒（表
3－16・31）をそれぞれ 3 つ折り・2 つ折りにした場合が当てはまる。籠に入れて運搬されたことを
考慮すれば，この 1 尺 5 寸が長鰒を収納した籠の内径にあたるものと考えられる
（62）
。籠の内径に関し
ては，短冊型の 011 型式の木簡も留意される。表 3－28 の 011 型式と同 34 の 051 型式とは同一内容












については，一方の端から 1 尺 5 寸ごとに折り畳んでいく方法もあるが，これでは最後に
折り畳む箇所が長鰒の端部にあたるケースも出てくる。端部はむき身段階では外周の薄い部分にあ
たり，加工後は細くて固い箇所となるので，折り畳む箇所としては適切ではない。当該箇所が折り






折り畳み回数に関しては，2 つ折り・3 つ折りは容易であり，4 つ折り・6 つ折りについても，は
じめに 2 つ折りとし，次に各辺を 2 ないし 3 つ折り（外 3 つ折り）とすれば，容易に均等な長さで折
り畳める。しかし，5 つ折りは等分に折り進めることが難しく，除外された可能性がある。おそら
くは，1 辺が 1 尺～ 1 尺 5 寸の範囲内で最大となるように，折り畳み回数を全体の長さに応じて事
前に決定し，作業を進めたものと考
えられる。
表 4 は，6 斤条数木簡に見える 30
～ 62 の条数について，1 人当たりの
貢納量 6 斤から 1 条あたりの長さを
算出し，対応する折り数と各辺の長
さを示した一覧である（5 つ折りを




それ以上が 6 つ折り，以下が 4 つ折
りとなる。4 つ折りと 3 つ折りとの















※単位は cm，1 尺≒ 29.7cm，小数点第 2 位で四捨五入。
※全長は 255.4 尺（平城宮 1－461 号より算出）を条数で割った長さ。
条 尺 全長 折 2 折 3 折 4 折 6 表 3 木簡№
30 8.5 252.8 126.4 84.3 63.2 42.1 1
31 8.2 244.7 122.3 81.6 61.2 40.8 33,36
32 8.0 237.0 118.5 79.0 59.3 39.5
33 7.7 229.9 114.9 76.6 57.5 38.3 27
34 7.5 223.1 111.6 74.4 55.8 37.2 28,34
35 7.3 216.7 108.4 72.2 54.2 36.1
36 7.1 210.7 105.4 70.2 52.7 35.1
37 6.9 205.0 102.5 68.3 51.3 34.2
38 6.7 199.6 99.8 66.5 49.9 33.3
39 6.5 194.5 97.2 64.8 48.6 32.4
40 6.4 189.6 94.8 63.1 47.4 31.6
41 6.2 185.0 92.5 61.7 46.3 30.8 32
42 6.1 180.6 90.3 60.2 45.2 30.1
43 5.9 176.4 88.2 58.8 44.1 29.4
44 5.8 172.4 86.2 57.5 43.1 28.7 2
45 5.7 168.6 84.3 56.2 42.1 28.1
46 5.6 164.9 82.5 55.0 41.2 27.5
47 5.4 161.4 80.7 53.8 40.3 26.9
48 5.3 158.0 79.0 52.7 39.5 26.3
49 5.2 154.8 77.4 51.6 38.7 25.8
50 5.1 151.7 75.9 50.6 37.9 25.3 3,4,5,22,23
51 5.0 148.7 74.4 49.6 37.2 24.8 6
52 4.9 145.9 72.9 48.6 36.5 24.3 7,8
53 4.8 143.1 71.6 47.4 35.8 23.9
54 4.7 140.5 70.2 46.8 35.1 23.4
55 4.6 137.9 69.0 46.0 34.5 23.0 9,10,11,19
56 4.6 135.5 67.7 45.2 33.9 22.6 37
57 4.5 133.1 66.5 44.4 33.3 22.2
58 4.4 130.8 65.4 43.6 32.7 21.8
59 4.3 128.6 64.3 42.9 32.1 21.5 20
60 4.3 126.4 63.2 42.1 31.6 21.1 12,13,14,15,24,29
61 4.2 124.4 62.2 41.5 31.1 20.7
62 4.1 122.3 61.2 40.8 30.6 20.4 30
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かねばならない。
具体的な選定方法は，例えば全長 6 尺の長鰒を揃える場合，吊し用の支柱に吊し位置から半分と
なる 3 尺下に印をつけておけば，容易に 6 尺の長さを特定できる。長さが特定できれば質量も換算
されるので，6 斤分の条数も確定する。また，3 尺の印より長いものは全長 6 尺以上なので 6 つ折
り，短いものは 4 つ折りとする選別も可能となる。吊し乾燥の工程で長さ・6 斤分の条数・折り数





















6 斤条数木簡に見える記載形式上の 2 つのタイプは，工程上に明瞭な差異が示唆される長鰒生産













替わった天平 5 ～ 7 年頃に，安房国では税物としての長鰒生産の作業効率を格段に向上させる工程
上の変化が生じたものと想定されよう。


















マダカアワビであること，などが明らかになった。さらに，長さを揃える 6 斤合算と 2 次加工によ
る折り疊みの方法が看取されること，条数記載と長さを記載するものとでは 2 次加工時の 6 斤とな
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（ 3 ）―― 主計式上だけで 20 の貢進国・島，21 種類の品
目が見え，斎宮式，践祚大嘗祭式，，大膳式上，内膳式
などにも頻出する。




澤敬三著作集 1』平凡社，1992 年，初出 1949 年〉）。




（ 6 ）―― 同条の食材は乾燥品，発酵品に大別した記載と
なっている。
（ 7 ）―― 主計式上24安房国条，63伊予国条，68肥前国条。




（ 9 ）―― 以下，鰒の貢進に関する斤・尺について，本
稿では特に断りのない限り大斤・令小尺（唐大尺）を





1996 年〉。なお，註 1 前掲『訳注日本史料　延喜式』上
の表 12「『延喜式』の度量衡」〈荒井秀規氏作成〉参照）。





出土。法量は 163mm × 22mm × 3mm。
（12）―― 「国崎神戸古文書」の天永 2 年（1112）伊勢仁
所太神宮神主注進状案に国崎神戸の貢納品として「水取
蚫」「玉貫蚫」などと見える（皇学館大学古文書研究会「国
崎神戸古文書」〈『皇学館論叢』5 － 2，1972 年〉，石井進「天
永二年の伊勢神宮両注進状」〈『日本歴史』350，1977 年〉）。




























































（26）―― 使用する藁は，当年に収穫の藁計 2000 本を長
さを揃えて用意。大小の身取鰒用には先端をとがらせ，
節から先が短いものを用いる。玉貫鰒用は藁の節から先
がなるべく長いもの 7 ～ 800 本を用いる。藁は切れにく
くするため，水に 1 時間漬けるとのことであった。
（27）―― 大身取は小口切りにした熨斗鰒 5 枚分を 2 つ折
りとして同方向に重ね，折り曲げ箇所近くにキリで孔を
あけて藁を通し，もう 1 本の藁を真ん中の 2 つ折りの横
から通してもとの藁とクロスさせ，縒りあげる。同様に
して作成した 5 枚分のものとを藁の先で結んで完成（計
10 枚使用）。小身取は 1 枚を 2 つ折りにしたものと半枚
としたものを重ねて大身取と同様に孔をあけ，これとは
別に 2 枚を 2 つ折りにしたものにも同様に孔をあけ，そ
れぞれに藁を通して縒りあげ，両方の先を結んで完成（計
3 枚半使用）。玉貫は藁 4 本の先端 1 箇所を結んで結び
目を洗濯ばさみではさんで固定し，玉貫用の鰒 2 枚 1 組
のもの 12 組を 2 列に並べ，先の 4 本の藁のうち 2 本を




例では，5 日間ほど乾燥させたものはぬるま湯に 5 ～ 10
分ほど浸しただけでコロ作業に適する程度に戻ったとい



































































究」（『農化』34 － 6，1960 年），山口静子「うま味の基
本特性とおいしさへの寄与」（『日本味と匂学会誌』15 －2，
2008 年）。
（41）―― 前掲註 39 今井・土田・渡邉論文。
（42）―― 前掲註 40 山口論文。
（43）―― 前掲註 39 河合論文。
（44）―― 前掲註 39 今井・土田・渡邉論文。




















列島社会』吉川弘文館，2010 年，初出 1995 年），宮原
武夫「東鰒と隠岐鰒」（『古代東国の調庸と農民』岩波書
店，2014 年，初出 2000 年），寺崎保広「安房国の荷札」
（『日本古代木簡集成』東京大学出版会，2003 年），亀谷
弘明「安房国の木簡と古代氏族」（『古代木簡と地域社会
の研究』校倉書房，2011 年，初出 2010 年）など。
（51）―― 欠損等により国郡名，鰒の記載が見えないもの
もあるが，安房国の鰒貢進木簡の特徴的記載形式である


































（57）―― 安房国に隣接する上総国夷灊郡の荷札（表 3 －


















（62）―― 籠の外径は当然それより大きい。表 3―16 の木
簡は 1 尺 5 寸をわずかに上回るが（長さ約 46.1cm），籠
の外側に括り付けられていたのであれば矛盾はない。







（65）―― 折り方や折り数については前掲註 35 参照。
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